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ま
ず
は
、
学
生
募
集
に
最
も
影
響
を

与
え
る
入
試
政
策
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
【
図
表
１
】。
２
０
１
３
年
、
当
時

の
内
閣
が
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

体
制
の
構
築
を
目
的
に
発
足
さ
せ
た

「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
が
、
第
四
次

提
言
で
大
学
入
試
に
言
及
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
中
教
審
が
高
大
接
続
改
革
の

必
要
性
を
答
申
で
提
言
。文
科
省
が「
高

大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し

た
。
そ
の
後
、
共
通
テ
ス
ト
で
の
英
語

外
部
試
験
活
用
の
見
送
り
な
ど
を
受

け
、「
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
議
」
が
発
足
。
同
プ
ラ
ン
の
軌

道
修
正
を
含
む
提
言
が
な
さ
れ
た
。

　
一
連
の
議
論
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
試
験

は
共
通
テ
ス
ト
に
移
行
。
思
考
力
を
問

う
出
題
が
増
え
た
。
個
別
入
試
も
「
学

力
の
３
要
素
」
を
評
価
す
る
入
試
へ
と

転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
。
資
質
・
能
力

を
丁
寧
に
見
る
総
合
型
選
抜
の
入
学
者

割
合
は
、
約
20
％
に
    ＊
高
ま
っ
た
。

　
設
置
区
分
別
に
見
る
と
【
図
表
２
】、

２
０
２
５
年
度
の
各
選
抜
の
お
よ
そ
の

入
学
者
数
割
合
は
、国
立
が
一
般
80
％
・

総
合
型
８
％
・
学
校
推
薦
型
13
％
、
公

立
が
一
般
67
％
・
総
合
型
６
％
・
学
校

推
薦
型
27
％
、
私
立
が
一
般
38
％
・
総

合
型
23
％
・
学
校
推
薦
型
39
％
で
、
国

公
立
大
学
の
学
生
募
集
の
主
な
選
抜
方

法
は
依
然
と
し
て
一
般
選
抜
だ
。
た
だ

し
、
５
か
年
の
変
化
を
見
る
と
、
ど
の

設
置
区
分
で
も
総
合
型
で
の
入
学
者
数

を
増
や
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
私
立
大
学
で
、

基
礎
学
力
の
高
い
入
学
者
の
獲
得
と
、

国
公
立
大
学
の
併
願
校
戦
略
で
、
学
力

検
査
を
課
す
年
内
入
試
導
入
の
動
き
が

全
国
的
に
広
ま
っ
た
。
だ
が
、
高
校
関

係
団
体
が
こ
れ
を
一
般
選
抜
の
前
倒
し

と
し
て
問
題
視
し
た
こ
と
に
端
を
発

し
、
年
内
入
試
で
の
面
接
が
必
須
化
さ

れ
た（
P.
15
参
照
）。

　【
図
表
３
】は
系
統
別
の
募
集
力
を
見

る
た
め
、
志
願
者
数
と
募
集
人
員
の
変

化
を
示
し
た
グ
ラ
フ
だ
。
募
集
人
員
は

大
学
の
意
向
、
志
願
者
数
は
受
験
者
の

意
向
と
捉
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
国
公

立
で
は
一
般
の
募
集
人
員
を
総
合
型
に

移
し
た
生
活
科
学
は
志
願
者
数
が
増
え

て
い
る
。
学
部
系
統
と
総
合
型
の
相
性

が
良
か
っ
た
と
い
え
る
。
私
立
で
は
、

選
抜
型
に
か
か
わ
ら
ず
理
学
が
人
気
だ
。

一
方
、歯
学
は
国
公
立
大
人
気
が
高
い

こ
と
も
あ
り
、
総
合
型
で
の
募
集
人
員

増
加
が
志
願
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。
学
問
系
統
に
よ
る
選
抜
型
と

の
相
性
も
一
つ
の
観
点
だ
ろ
う
。

総
合
型
選
抜
が
拡
大
し

年
内
入
試
で
面
接
義
務
化
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＊参考：２０２０年度は約11％

大
き
な
変
更
の
あ
っ
た
入
学
者
選
抜
実
施
要
項

と
、設
置
認
可
申
請
制
度
。現
状
の
課
題
と
、

今
後
の
学
生
募
集
に
与
え
る
影
響
を
考
え
る
。

【図表1】これまでの入試政策の流れ【図表2】〈各選抜〉入学者数５か年推移（2020年度入試を1.0としたときの指数）

【図表3】〈学問系統別〉募集人員×志願者数の変化（2023年度入試を1.0としたときの2025年度の指数）
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■主要提言・答申

■大学入学者選抜改革の進捗状況

教育再生実行会議
第四次提言

主な改革内容 進捗状況

2025年度
入学者選抜に
おける
入試方法別
入学者割合
（国公私計）

高大接続改革答申

1．
大学入学
共通テストの
導入・改革

2．
個別大学に
おける入学者
選抜改革

大学入試のあり方に
関する検討会議提言

①入学者の５割以上が総合型・学校推薦型
で入学。一般選抜においても「主体性を持っ
て多様な人々と協働して学ぶ態度」を十分
に評価するため、多様な評価方法を推進

②国公立大学では、多様な背景を持った
者の選抜に取り組む大学は121大学

①「学力の３要素」を多面的・総合的に
評価する入学者選抜への改善
→区分を変更し、一般選抜のほか、志願
者の資質・能力を丁寧かつ確実に評価す
る総合型選抜、学校推薦型選抜を推進
※教科・科目に係る個別テストや共通テストの
他、調査書、小論文、資格検定試験、面接、志
望理由書、推薦書等を適切に組み合せて評価

②入学者の多様性確保
→家庭環境、居住地域、国籍、性別等
の要因により進学機会の確保に困難が
あると認められる者、その他各大学にお
いて入学者の多様性を確保する観点か
ら対象になる者を対象に、志願者の努力
のプロセス、意欲、目的意識等を重視す
る評価方法を推進

①大学入試センター試験から大学入学
共通テストに転換し（2021年度～）、思
考力・判断力・表現力等をより重視
②主体的・対話的で深い学びを実現す
るための新学習指導要領に対応した入
学者選抜の実施（2025年度～）

①現役高校生の約半数が大学入学共通
テストを受験
②「情報」は全受験者のうち65％以上が
受験
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選抜

学校推薦型
選抜

一般選抜
19.5％

34.1％

46.3％

2020

1.00 1.00 1.00

（年度）

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

2.0

1.5

1.0

0.5

2.0

1.5

1.0

0.5

2.0

1.5

1.0

0.5

2021 2022 2023 2024 2025

● ● ●
● ●

●
● ● ● ● ● ●

● ●
●

●

●

● ●
● ● ● ●

●

● ● ● ● ● ●

● ●

●

●

●

●
●

●
● ● ● ●

●
● ● ● ● ●

2020
（年度）

2021 2022 2023 2024 2025 2020
（年度）

2021 2022 2023 2024 2025

1.05

1.88

0.99
学校推薦型

総合型

歯学
語学

総合科学
国際関係学

社会学

生活科学

理学
語学

教員養成・教育学

医学
理学
（2.2,3.6）

法学
経済・経営・商学

芸術学

歯学

農・水産学

教員養成・教育学

国際関係学

生活科学
歯学

一般
1.16

2.00

1.03
0.91

1.95

0.92

志
願
者
数

志
願
者
数

志
願
者
数

0.5 1.0 1.5 2.0

0.5 1.0 1.5 2.0

0.5 1.0 1.5 2.0

募集人員

募集人員募集人員

●

●
●

●
●

●

（指数）

（指数）

（指数）（指数）

理学

教員養成・教育学 生活科学

一般：79,542人（79.6%）
学校推薦型：12,706人（12.7%）
総合型：7,714人（7.7%）

2025年度
入学者数

一般：24,321人（67.1%）
学校推薦型：9,732人（26.9%）
総合型：2,183人（6.0%）

2025年度
入学者数

一般：196,386人（38.3%）
学校推薦型：198,977人（38.8%）
総合型：116,869人（22.8%）

2025年度
入学者数 2013年

10月

2014年
12月

2021年
7月

「高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方について」
多面的・総合的に評価・判定する大学入学者選抜への転換／
新たな試験の導入／外国語等の外部検定試験の活用

「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、
大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について
 ～ すべての若者が夢や目標を芽吹かせ、未来に花開かせるために ～」
高大接続改革実行プラン：高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜
の一体的改革／「知識・技能」のみならず「思考力・判断力・表現力」
「主体性・多様性・協働性」＝真の学力の育成・評価

記述式問題の出題のあり方、総合的な英語力の育成・評価のあり方、
新学習指導要領への対応（「情報」教科等）

2026年5月 令和９年度大学入学者選抜実施要項  【入試方法】総合型選抜・学校推薦型選抜：面接による評価を必ず行う
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文科省に聞く！
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＊年内入試での面接必須化については、Between情報サイトの記事も併せてご覧ください。https://between.shinken-ad.co.jp/detail/2026/06/nyushi.html

＊志願者数は進研アド調べ、要因は各大学Webサイト、ヒアリングを基にBetween編集部にて作成

大学入試改革の進捗と
高大接続に関する大学への期待は？
高等教育局 大学振興課
大学入試室 室長

田島 博樹

̶̶大学入試改革の進捗に対する認識は？
　小中高でバランスよく伸ばした学力の三要素を、大学入試で総
合的に評価し、大学教育に引き継ぐという高大接続の理念は、
徐々に理解が広がってきたと思います。共通テストでは思考力・判
断力・表現力を重視する出題がなされ、センター試験とは明らかに
変わりました。
　2025年度入試から導入された「情報」は、共通テスト受験者
の65％以上が受験しており、定着してきていると考えます。デジタ
ル化が進む時代に、その土台となる能力を入試で評価する重要な
一歩です。大学側が個別に問題を作る負担は大きく、共通テスト
で質の高い問題が出題されることにより、その利用ができることは
ありがたいとの声もいただいています。
　各大学の個別試験でも、学力の三要素を多面的・総合的に測
る総合型選抜や、英語４技能を外部検定試験の結果で評価する
入試、多様性を確保するための取り組みなどが着実に広がってい
ます。一方で、大学には、３つのポリシーの実質化が求められてい
ます。例えば、アドミッション・ポリシーが入学者選抜にどう落とし込
まれているか。その精緻さは、大学によって差があるように感じま
す。また、入試方法を総合型、学校推薦型、一般と区分したことに
は明確な意図があります【図表５】。総合型の入試開始時期が早
いのは、受験者一人ひとりの丁寧な評価に時間をかけるべき入試
だからです。単に募集時期を早めただけのような、本来の趣旨とは
異なる運用も残念ながら見受けられます。

̶̶年内入試のルール変更の内容は？
　学力検査が評価の大半を占める、一般選抜に近い形の学校
推薦型・総合型の入試について高校関係団体などから問題が提
起され、本省が設置する大学入学者選抜協議会で議論しました。
総合型の趣旨は意欲や適性を丁寧に見ることです。「学力型」と
銘打ち、学力を主たる評価対象とする考え方は、趣旨と矛盾して
います。2024年12月に、学力検査は２月以降の実施を遵守する
よう通知を出し、その後2026年度入試においては、小論文や面
接と組み合わせて多面的・総合的評価を行うことを条件に、２月以
前の学力検査の実施が認められました。しかし、なお「実質的な一
般選抜」が行われている状況に鑑み、総合型、学校推薦型では
面接を必須とするルールを設けることになりました。各選抜の趣旨
をふまえた入試の実施を願っています。

̶̶大学入試、高大接続の今後の課題は？
　進学者減時代の大学経営を考えると、入試の設計はますます
重要になります。なぜなら、入試の質の向上が教育の質の向上、
育成する人材の質の向上につながり、さらに自学の価値を高め、

それが経営に安定をもたらすからです。
　高校教育、入試、大学教育はつながっています。入試の質の
低下は高校の教育の質を損ね、結果的にそれを大学で補填する
ことになるでしょう。逆に、大学が高校教育を理解し、そこでの学び
を基盤として、大学教育の質をいかに高めるかという視点で考え
れば、その両者をつなぐ入試の質も必然的に高いものになるはず
です。少子化が進む中では、とにかく多くの受験者を集めて選抜を
行うという考え方だけでは立ちゆかなくなるでしょう。2025年２月
の中教審答申にもあるとおり、「知の総和」を最大化するために
は、文理横断・文理融合教育の重要性をふまえるとともに、多様
な背景を持つ受験者一人ひとりを丁寧に多面的に見て、入学後
の教育にもつながる入試を考えていく必要があります。

̶̶大学への期待、メッセージは？
　教育の質を高めるためにも経営のためにも、各地域の中で自
学がどのような役割を担うのかを正面から考えてほしいと思いま
す。学内だけで完結せず、自治体や経済界、高校などと連携して、
地域に必要な人材、小中高も含めた教育のあり方を話し合って
ほしいのです。
　入試は教育活動の一環として行われるものです。どのような大
学入試をしたら高校教育と大学教育の質が高まるのか、広く関係
者との対話を通して深めることを期待しています。入試科目や評
価方法に工夫の余地があるのではないでしょうか。地域のため、
学生のための３つのポリシーを打ち立て、ポリシーと整合した入試
を組み立てていく。その積み重ねが、大学に信頼と募集力をもたら
すはずです。

たじまひろき●2006年文部科学省入省。研究開発局環境エネルギー課課長補佐、初等中等教
育局児童生徒課課長補佐、同教育課程課専門官、研究振興局大学研究基盤整備課大学研究力
強化室専門官、在ジュネーブ国際機関日本政府代表部一等書記官などを経て、2025年より現職。

　
多
く
の
私
立
大
学
が
年
内
入
試
へ
と

シ
フ
ト
し
て
い
る
が
、
一
般
選
抜
で
の

志
願
者
獲
得
も
重
要
だ
。
２
０
２
６
年

度
に
２
か
年
連
続
で
志
願
者
を
増
や
し

た
大
学
を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
【
図

表
4
】。

　
２
０
２
６
年
度
に
志
願
者
数
を
増
加

さ
せ
た
施
策
に
は
、
主
に
新
設
改
組
等

に
よ
る
「
新
た
な
層
の
獲
得
」
と
、
入

試
方
式
や
科
目
変
更
、
受
験
料
の
負
担

軽
減
な
ど
、「
受
け
や
す
さ
の
工
夫
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
生
募
集
の
戦
略
に

は
、
エ
リ
ア
、
学
問
分
野
な
ど
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
広
げ
る
方
策
と
、
接
触
者
を

囲
い
込
み
、
出
願
・
入
学
に
確
実
に
導

く
方
策
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
５
か
年

で
志
願
者
数
を
４
倍
に
し
た
桜
美
林
大

学
は
、
２
０
２
５
年
度
に
導
入
し
た
同

一
日
程
で
の
学
群
併
願
無
料
制
度
の
効

果
が
大
き
い
が
、
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

高
校
へ
の
提
供
（
デ
ィ
ス
カ
バ
！
）
に

よ
る
認
知
、
志
望
者
の
拡
大
も
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
進
学
者
減
時
代
を
控
え
、入
試
は「
よ

り
早
く
、
よ
り
受
け
や
す
く
」
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
教
育
の

質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
今
、
ど
の
学

生
を
入
学
さ
せ
る
か
が
自
学
の
教
育
の

あ
り
方
に
直
結
す
る
た
め
、
入
試
と
教

育
は
両
輪
で
見
直
す
べ
き
だ
ろ
う
。

【図表4】2026年度入試の一般選抜で志願者数が増加した私立大学例 

【図表5】入試方法（令和９年度大学入学者選抜実施要項）

特集  進学者減時代の学生募集

北海学園大学 

高崎商科大学 

敬愛大学 

亜細亜大学 

桜美林大学 

芝浦工業大学 

成蹊大学 

東京経済大学 

東京農業大学 

日本大学 

日本女子大学 

新潟青陵大学  

愛知大学 

名城大学 

京都産業大学 

京都先端科学大学 

京都橘大学 

追手門学院大学 

関西外国語大学 

阪南大学 

大和大学 

岡山理科大学 

立命館アジア太平洋大学

2026       2025      2024      2023      2022 

●前期と後期の２期制に  ●４科目型新設
●英語外部検定利用導入

●統一型入試導入による併願拡大

●積極的な対面広報

●同一学部内での併願制度導入（最大3学科出願可能）
●ホームページおよび受験生サイトの刷新

●受験料割引制度導入
●方式の対象学科の拡大
●文化学部改組、アントレプレナーシップ学環新設
●文化学部と法学部で学科併願制度導入
●共通テスト利用入試の受験料無料化
●特定学部学科の併願受験料無料化
●デジタルメディア学部を含む３学科新設、学科改組
●学科併願可能数増加  ●特待生制度の拡大

●理工学部の併願制度充実

●英語国際学部英語国際学科に専攻を新設
●入試方式の拡充　●英語の試験でリスニングを廃止
●一般入試（前期）に新選抜方式を導入
●給付型奨学金制度の大幅拡大

●複数学部で入試科目（範囲）および配点・時間変更

●入試制度変更
●特待生・奨学生制度の拡充
●入試方式（２科目型）追加
●英語外部検定利用の拡大

●入試制度を大幅に変更　●英語の出題方式・配点を変更　
●同一学部・同日程で複数方式の併願を可能に

●併願割引き制度の拡大
●英語外部検定利用拡充
●全学部・学科で複数日受験を可能に
●選択科目の増加・検定料の併願割引拡大
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●健康スポーツ科学部新設 
●共通テスト利用方式の入学検定料併願割引制度を変更

●外部試験利用方式でみなし得点化により国語のみで受験可に
●複数学部受験の検定料同額の浸透

●検定料割引制度の浸透
●指定科目を数ⅡC →数ⅡB に変更
●システム理工学部の改組および定員増
●共通テスト利用方式変更（私立専願者向け、国公立併願者向け）
●国際共創学部新設  ●英語外部検定利用導入
●カリキュラム改編、新施設整備
●共通テスト利用方式（２教科型）で試験科目拡大
●対面広報の強化、受験生サイトのリニューアル

出身高等学校長の推薦に基づき、調査書を主な資料としつ
つ、以下の点に留意して評価・判定する。
①面接による評価を必ず行う＊1　②教科・科目に係る個別テスト、大学入学
共通テスト、小論文・面接・実技検査等、資格・検定試験等の成績のうち一つ
以上を必ず活用 ③推薦書の中に学力の三要素に関する評価について記載

詳細な書類審査と時間をかけた丁寧な面接等を組み合わ
せつつ、以下の点に留意して総合的に評価・判定する。
①志願者本人の記載する資料（活動報告書、入学希望理由書、学修計画
書等）を必ず評価に活用 ②志望する学問分野に対する意欲や適性等に
係る面接による評価を必ず行う ③「教科・科目に係る個別テスト」「大学入
学共通テスト」「小論文・面接・実技検査等」「資格・検定試験等の成績」
のうち少なくともいずれか一つを必ず活用　④高度な専門知識等が必要な
職業分野の人材を育成する学部は、志願者の意欲・適性等を特に重視

学力検査、小論文等を主な資料とし、調査書、面接、入学志
願者本人の記載する資料等を組み合わせる。

学校
推薦型
選抜

一般
選抜

総合型
選抜

2026年度の増加の主な要因26/22

新
設
に
よ
る
新
規
層
獲
得
と

受
験
負
担
減
施
策
が
相
次
ぐ

撮影／亀井宏昭

※面接はディベート、集団討論、プレゼンテーション、口頭試問等を含む（オンライン可）
＊１ 非公募型で、合格した際には入学することを確約して受験するものは、大学が面接の要
否を判断できる
＊文部科学省「令和９年度大学入学者選抜実施要項」よりBetween編集部にて抜粋・加工


